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真
の
人
道
支
援
へ
の
発
展
を
求
め
て

│
国
際
開
発
会
議
　A

sia N
GO
s International D

evelopm
ent Conference

石
　
原
　
顕
　
正

　
本
日
は
た
い
へ
ん
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
手
元
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
の
活
動
経
過
や
内
容
の
資
料
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
隣
国
と
の
「
領
土
問
題
」
が
表
面
化
し
、
大
き
な
政
治
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
と
に
「
尖
閣
諸
島
」
の
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
中
国
漁
船
衝
突
事
件
以
来
、
今
年
九
月
の
中
国
国
内
に
お
け
る
反

日
デ
モ
に
関
す
る
諸
問
題
は
深
刻
な
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
日
程
が
重
な
る
よ
う
に
、
日
本
人
に
対
す
る
中
国
で
の
反
日
デ
モ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
注
意
喚
起
が
在
中
国
日
本
大

使
館
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
た
の
で
、「
台
湾
は
大
丈
夫
か
」
と
周
囲
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
地
は
実
に
平
穏
で
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
災
害
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
は
去
る
九
月
、
台
湾
・
台
北
市
内
の
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
た
「
二
〇
一
二
ア
ジ

ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ｓ
国
際
発
展
会
議
」
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招
か
れ
、
私
を
は
じ
め
理
事
・
通
訳
・
社
員
の
四
名
が
出
席
し
た
。
ま
ず

会
議
の
内
容
、
国
境
を
越
え
た
連
携
組
織
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
　
会
議
に
招
か
れ
た
経
緯
〜
中
華
民
国
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
と
の
絆
〜

　「
二
〇
一
二
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ｓ
国
際
発
展
会
議
」
は
台
湾
・
外
交
部
を
ス
ポ
ン
サ
ー
に
、
国
際
支
援
の
向
上
と
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ

12　石原氏.indd   88 14/02/03   16:39



89 真の人道支援への発展を求めて（石原）

ト
ワ
ー
ク
強
化
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
国
際
支
援
に
携
わ
る
台
湾
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
約
二
十
団
体
か
ら
な
る

「
台
湾
海
外
援
助
発
展
連
盟
（
台
湾
Ａ
Ｉ
Ｄ
）」
が
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
ア
ー
ス
は
こ
の
台
湾
Ａ
Ｉ
Ｄ
に
加
盟
す
る
民
間
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
「
中
華
民
国
捜
救
総
隊
」
の
推
薦
を
受
け
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ア
ー
ス
と
中
華
民
国
捜
救
総
隊
の
縁
は
、
東
日
本
大
震
災
で
私
が
捜
救
総
隊
を
率
い
て
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
を
行
っ
た
こ
と
に
始

ま
る
。

　
昨
年
三
月
一
一
日
の
大
震
災
発
生
直
後
か
ら
、
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
で
は
情
報
の
収
集
を
開
始
。
被
災
状
況
の
把
握
、
全
国
か
ら
殺
到
す
る
問

い
合
わ
せ
へ
の
対
応
に
お
わ
れ
る
中
、
自
坊
で
あ
る
立
本
寺
に
突
然
、
急
を
要
す
る
一
本
の
電
話
が
入
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
私
の
一
〇
年
来
の
友
人
で
あ
る
日
本
在
住
の
中
国
人
二
胡
演
奏
家
・
程
農
化
氏
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
女
性
か
ら
で
し
た
。

私
が
「
長
瀬
さ
ん
、
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」
…
…
と
、
い
き
な
り
「
実
は
、
台
湾
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
来
日
し
ま
し
た
が
、

都
内
に
足
止
め
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
私
に
と
っ
て
は
、「
長
瀬
澄
子
さ
ん
が
、
台
湾
が
？
」
し
ば
ら
く
話
の
意
味
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
で
の
大
地
震
、
大
津
波
発
生
に
よ
り
一
三
日
、
日
本
側
の
派
遣
要
請
を
待
た
ず
に
台
湾
か
ら
成
田
に
到
着
し
た
台
湾
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
中
華
民
国
捜
救
総
隊
三
五
名
が
東
京
都
内
で
足
止
め
状
態
に
あ
り
、
大
型
バ
ス
二
台
で
緊
急
避
難
的
に
、
東
京
板
橋
に
あ
る
台
湾

東
京
別
院
佛
光
山
寺
に
留
ま
っ
て
い
る
と
の
内
容
で
し
た
。

長
瀬
さ
ん
を
介
し
て
紹
介
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
台
湾
国
際
佛
光
会
の
日
台
交
流
協
会
渉
外
担
当
・
小
笠
原
弘
晃
顧
問
か
ら
も
「
台
湾
か
ら
人
道

支
援
の
た
め
緊
急
来
日
し
た
民
間
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
で
す
。
一
刻
も
早
く
現
地
に
向
か
い
救
助
活
動
を
行
い
た
い
。
な
ん
と
か
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の
依
頼
で
し
た
。

小
笠
原
さ
ん
か
ら
も
、
政
府
公
的
機
関
を
は
じ
め
政
治
的
に
も
八
方
手
を
尽
く
し
た
が
ど
こ
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。
窮
状
を
訴
え

ら
れ
、
私
は
〝
人
道
支
援
で
あ
る
な
ら
ば
〞
と
、
受
け
入
れ
を
承
諾
し
ま
し
た
。
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そ
れ
か
ら
ま
ず
新
宿
、
池
袋
署
な
ど
東
京
都
内
の
警
察
に
連
絡
し
ま
し
た
が
、「
日
本
側
、
特
に
現
地
か
ら
の
要
請
書
類
、
受
け
入
れ

を
証
明
で
き
る
書
類
が
必
要
」
と
の
こ
と
。

　
や
っ
と
の
こ
と
で
地
元
の
山
梨
県
庁
、
県
警
本
部
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
、「
緊
急
車
両
通
行
許
可
証
」
の
発
行
先
を
特
定
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
と
し
て
「
緊
急
救
援
の
た
め
被
災
地
に
出
動
し
た
い
の
で
、
特
別
に
即
日
発
行
す
る
よ
う
」
求
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
書
類
の
記
載
が
や
け
に
細
か
い
。「
使
用
す
る
車
両
の
車
検
証
、
運
転
手
の
免
許
証
の
写
し
、
乗
車
し
て
い
る
隊
員
名
簿
、

積
載
装
備
品
の
明
細
等
」、
さ
ら
に
活
動
現
場
の
特
定
（
何
処
に
行
く
の
か
）
す
べ
て
明
記
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
│
こ
れ
か
ら
は

時
間
と
の
勝
負
。
一
三
日
夕
刻
よ
り
徹
夜
で
す
べ
て
を
ク
リ
ア
し
、
翌
朝
、
警
察
の
窓
口
が
業
務
開
始
と
同
時
に
申
請
書
類
を
提
出
す
る

こ
と
が
急
務
で
し
た
。

　
受
け
入
れ
↓
許
可
証
申
請
・
交
付
↓
現
地
へ
の
輸
送
↓
現
場
で
の
救
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
へ

　
過
去
の
経
験
か
ら
、
被
災
地
現
場
は
す
で
に
行
政
あ
る
い
は
消
防
の
管
理
下
に
あ
り
、
海
外
か
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
言
語
・
習
慣
の

問
題
も
あ
り
、
容
易
に
救
助
活
動
に
着
手
す
る
段
階
に
な
る
事
は
困
難
と
判
断
し
て
い
た
の
で
、
捜
救
総
隊
の
隊
員
三
五
名
に
同
行
、
雪

の
舞
う
東
北
道
を
北
上
し
岩
手
県
・
大
船
渡
市
で
捜
索
活
動
に
あ
た
っ
た
。

　
行
方
不
明
者
捜
索
の
結
果
、
生
存
者
で
は
な
く
、
多
く
の
行
方
不
明
者
の
遺
体
を
発
見
し
ま
し
た
。

徹
夜
で
バ
ス
を
走
ら
せ
、
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
冷
た
い
雨
の
降
る
中
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
捜
索
現
場
に
立
ち
、
被
災
地
の
惨
状
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
す
べ
て
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

目
の
前
に
屍
袋
に
収
容
さ
れ
た
遺
体
が
搬
送
さ
れ
て
く
る
た
び
に
、
そ
れ
は
現
実
に
死
を
確
信
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
大
災
害
発
生
の
た
び
に
ま
っ
た
く
予
期
し
な
い
、
思
い
が
け
な
い
事
態
が
飛
び
込
ん
で
く
る
こ
と
が
多
く
、
今

回
も
と
て
も
衝
撃
的
な
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
東
日
本
大
震
災
で
は
、
史
上
類
を
見
な
い
広
域
で
甚
大
な
被
害
を
前
に
、
私
た
ち
日
本
の
支
援
関
係
者
は
、
海
外
で
の
国
際
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的
に
行
わ
れ
る
災
害
支
援
に
お
い
て
、
今
回
、
災
害
当
事
国
「
当
事
者
」
と
し
て
の
対
応
に
直
面
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
世
界
各
地
に
お
け

る
紛
争
や
災
害
に
際
し
て
、
特
に
日
本
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
積
極
的
な
人
道
支
援
の
関
与
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
、
東
日
本
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
ケ
ー
ス
と
は
反
対
に
、
国
際
的
支
援
の
受
け
入
れ
側
と
し
て
、
自
国
の
社
会
制
度
や
習
慣
の
中
で
、
海
外
か
ら
の
数
多
く
の

担
い
手
に
よ
る
多
様
な
支
援
を
被
災
者
に
「
つ
な
ぐ
」
役
割
を
担
う
こ
と
は
、
新
た
な
挑
戦
で
あ
り
、
支
援
活
動
を
展
開
す
る
上
で
重
要

な
鍵
と
な
り
ま
し
た
。

２
　「
二
〇
一
二
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ｓ
国
際
発
展
会
議
」
内
容

　
会
議
は
国
立
台
湾
大
学
の
敷
地
内
に
あ
る
国
際
会
議
場
で
九
月
一
四
、
一
五
日
の
二
日
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
呉
敦
義
台
湾
副
総
統
を

は
じ
め
ア
ジ
ア
各
国
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
や
会
員
、
学
術
界
・
国
際
医
療
機
関
・
政
府
機
関
な
ど
の
関
係
者
三
百
人
以
上
が
参
加

し
た
。

◆
一
日
目

　
午
前
中
は
米
国
独
立
部
門
総
裁
のD

iana A
viv

が
「
二
一
世
紀
に
お
け
る
世
界
共
同
戦
略
」
と
題
し
て
講
演
。
続
い
て
「
緊
急
支
援

と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
挑
戦
」
が
、
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
理
事
長
を
は
じ
め
各
国
代
表
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
携
わ
る
六
名
が
登
壇
し
て
行
わ
れ
た
。

　
午
後
も
同
じ
く
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
の
講
演
に
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
講
演
者
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
表
内
容
は
次
の
通
り
。

　
午
前
・
講
演
Ⅰ
「
二
一
世
紀
に
お
け
る
世
界
共
同
戦
略
」

　
　
米
国
独
立
部
門
総
裁

　M
s.D
iana A

viv

（
ダ
イ
ア
ナ
・
ア
ビ
ー
）
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　D
iana

氏
は
、
技
術
進
歩
が
各
地
の
人
々
を
つ
な
ぎ
、
世
界
が
一
つ
に
な
っ
て
物
事
を
な
す
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
一
方
で
、
世
界

人
口
の
四
分
の
一
の
人
々
が
貧
困
の
な
か
に
生
き
、
五
十
ヵ
国
が
地
域
紛
争
に
苦
し
ん
で
い
る
と
危
惧
。「
貧
富
の
差
を
考
え
る
と
き
、

そ
の
よ
う
な
問
題
が
政
府
や
労
働
団
体
だ
け
で
は
克
服
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。
国
際
社
会
の
発
展
は
地
球
規
模
で
多
国

間
が
協
働
す
る
機
会
と
な
る
」
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
戦
略
を
今
回
の
講
演
で
二
つ
提
案
す
る
と
し
た
。
一
つ
は
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
寄
贈
者
（
ド
ナ
ー
）
を
つ
な
ぐ
と
い
う
草
の
根
レ
ベ
ル
の
も
の
。
も
う
一
つ
は
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
作
用
す
る
も
の
で
、
国
際
的

な
開
発
作
業
を
行
う
た
め
の
共
通
の
枠
組
み
を
確
立
す
る
た
め
の
世
界
的
集
ま
り
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
会
議
の
出
席
者
は
、
組
織
の

個
々
の
状
況
を
こ
れ
ら
の
主
義
と
戦
略
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
励
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
と
語
っ
た
。

　
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
作
用
す
る
も
の
で
、
国
際
的
な
開
発
作
業
を
行
う
た
め
の
共
通
の
枠
組
み
を
確
立
す
る
た
め
の
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
「
緊
急
支
援
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

　
パ
ネ
ラ
ー
①

　Ishihara K
ensho

（
日
本
／
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
災
害
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
理
事
長
）

　
　
　
　
　
　
　「
緊
急
救
援
へ
の
新
た
な
る
挑
戦
」N

ew
 C
hallenge to E

m
ergency R

elief

　
ま
ず
、
最
初
に
東
日
本
大
震
災
へ
の
各
国
の
迅
速
な
対
応
、
台
湾
は
じ
め
海
外
か
ら
の
大
き
な
支
援
に
対
し
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
述

べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
途
中
省
略

　
地
球
規
模
の
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
な
ど
の
被
害
は
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　
次
第
に
極
大
化
し
て
い
く
自
然
の
猛
威
は
、
予
測
や
予
想
を
は
る
か
に
超
え
、
こ
れ
か
ら
も
ア
ジ
ア
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
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93 真の人道支援への発展を求めて（石原）

　W
e cannot turn aw

ay from
 dam

age caused by global w
arm
ing and abnorm

al w
eather. W

e m
ust consider 

natural disasters that occurred in various parts of A
sia.

　
い
く
ら
文
明
や
科
学
技
術
が
発
達
し
て
も
、
私
た
ち
人
間
の
暮
ら
し
は
自
然
の
営
み
に
は
決
し
て
逆
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
を
認

め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
今
回
の
東
日
本
の
場
合
で
は
、
大
地
震
、
大
津
波
に
よ
り
フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
は
、
想
定
外
の
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
日
本

社
会
で
は
「
原
子
力
発
電
」
は
絶
対
に
安
全
と
言
わ
れ
て
い
た
安
全
神
話
が
崩
壊
し
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
放
射
性
物
質
は
飛
散
し
、
原
発

周
辺
の
住
民
の
避
難
は
続
い
て
い
ま
す
。

　N
o m
atter how

 m
uch civilization and technology m

ay progress, w
e hum

an beings can never go against nature. 

In Japan, the m
yth of 

“nuclear pow
er safety

” collapsed. Radioactive m
aterial is still spreading and residence near 

the nuclear pow
er plant are still taking refuge.

　
今
後
は
救
援
現
場
で
あ
る
被
災
地
が
被
爆
汚
染
、
細
菌
に
よ
る
感
染
症
の
脅
威
な
ど
、
想
定
外
の
事
態
に
あ
る
こ
と
も
事
前
に
予
知
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
し
た
。
緊
急
時
に
お
い
て
充
分
に
調
査
の
精
度
を
高
め
、
安
全
を
見
極
め
た
上
で
活
動
す
る
こ
と
も
必
要
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　It becam
e im

portant to set up relief spots for the threat of infection by contam
ination and bacteria. It also 

becam
e necessary to m

ake accurate investigations for em
ergencies and safety.

　
今
回
の
貴
重
な
経
験
と
し
て
緊
急
時
の
被
災
現
場
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
が
、
救
援
活
動
を
展
開
す
る
大
き
な
成
果
と
な
っ
た
こ

と
を
こ
の
機
会
に
発
表
さ
せ
て
頂
き
、
今
後
も
有
事
の
際
に
は
互
い
に
自
国
国
内
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
海
外
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

有
効
に
展
開
で
き
る
よ
う
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　I w
ould like to announce the results of these coordinated activities in the disaster areas and em

ergency rescue 
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operations during this im
portant experience. A

nd I w
ould aso like to propose an overseas support netw

ork that is 

not lim
ited w

ithin the country.
　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
私
た
ち
日
本
の
現
状
で
は
「
受
け
入
れ
」「
人
材
提
供
」「
輸
送
」「
活
動
資
金
」
等
諸
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
す
べ
て
が
自
立
し
て
活
動
す
る
現
状
で
は
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
有
事
の
際
、
緊

急
に
対
す
る
意
識
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
必
要
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
支
援
を
受
け
る
側
で
は
な
く
、
緊
急
時
に
有
効
に
対
処
で
き
る
よ
う
な
手
立
て
が
示
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　F
or that purpose, it is required to clear problem

s, such as 

“clear entry

”, 

“finding hum
an resources

”, 

“transportation

”, and 

“funding
”. A

ll N
GO
’s and N

PO
’s in Japan cannot realistically w

ork independently. It is 

necessary to be aw
are of em

ergency situations.

　W
e hope to cope eff ectively in em

ergency situations.

　
特
に
日
頃
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」
が
緊
急
時
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
認
識
し
て
い
ま
す
。
お
互
い

に
国
や
地
域
は
違
っ
て
も
、
平
時
か
ら
互
い
の
組
織
の
存
在
を
認
識
し
、
日
常
の
交
流
を
は
か
る
こ
と
が
緊
急
時
に
有
効
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
「
顔
の
見
え
る
関
係
作
り
」
が
緊
急
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋
が
る
よ
う
な
会
議
で
あ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　From
 our experiences, w

e recognize the use of face to face relationships during em
ergencies in particular. Even 

from
 different countries, w

e recognize the existence of m
utual organizations in tim

es of peace and think it 

eff ective in em
ergencies to m

easure everyday exchanges.

　From
 now

 on, w
e expect m

eetings to lead the netw
ork in face to face relationships in em

ergencies.

　T
hank you very m

uch for listening to m
e today.

　
以
上
。
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パ
ネ
ラ
ー
②
　Y

oung Jin Park

（
韓
国
／
全
国
災
難
救
護
協
会
　
事
務
総
長
兼
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　「
災
害
の
種
類
に
よ
る
緊
急
救
援
活
動
〜
二
〇
一
〇
年
韓
国
・
延
坪
島
砲
撃
事
件
の
ケ
ー
ス
〜
」

　
人
災
の
緊
急
事
態
も
ま
た
民
間
組
織
だ
け
で
な
く
公
的
機
関
の
迅
速
な
関
与
が
あ
っ
て
効
果
的
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。
延
坪
島
の
砲

撃
事
件
の
よ
う
な
危
険
な
状
況
下
で
さ
え
、
現
地
で
の
緊
急
救
援
復
興
活
動
は
、
被
害
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
集
団
に
対
し
て
な
さ
れ
る
こ

と
を
必
要
と
す
る
。
人
災
に
応
え
る
投
資
者
の
間
で
、
効
果
的
な
救
援
工
程
や
調
整
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
て
い
く
か
と
い
う
問
題
は
、

近
い
将
来
、
韓
国
で
重
要
な
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
パ
ネ
ラ
ー
③
　Y

en-Ching Y
en

（
台
湾
／
中
華
民
国
捜
救
総
隊
主
任
秘
書
）

　
　
　
　
　
　
　「
二
〇
一
二
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ｓ
国
際
発
展
会
議
に
従
事
し
て
」

　
国
際
人
道
支
援
に
お
け
る
任
務
は
複
雑
で
難
し
く
、
忍
耐
や
智
慧
、
さ
ら
に
は
困
難
を
打
ち
負
か
す
勇
気
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
れ
ら

は
ま
た
任
務
を
う
ま
く
達
成
す
る
重
要
な
要
素
で
も
あ
る
。
大
き
な
国
際
的
な
災
害
に
対
し
緊
急
支
援
を
行
い
復
興
に
尽
力
す
る
に
は
長

い
道
の
り
で
あ
る
。
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
よ
り
早
い
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
多
国
籍
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織
の
力
を
結
集
す

る
に
は
、「
地
球
村
」
の
概
念
が
必
要
。
※

　
地
球
村
：
地
球
全
体
を
一
つ
に
考
え
る
こ
と

　
以
下
、
発
表
内
容
割
愛

　
パ
ネ
ラ
ー
④

　Susheela Balasundaram

（
マ
レ
ー
シ
ア
／
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
難
民
救
難
救
助
計
画
助
理
官
員
、
医
師
）

　
　
　
　
　
　
　「
緊
急
支
援
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
挑
戦
」

　
パ
ネ
ラ
ー
⑤

　
備
中
哲
人
（
日
本
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
ズ
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　「
先
進
国
と
発
展
途
上
国
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
挑
戦
」

　
パ
ネ
ラ
ー
⑥

　
馬
鍾
麟
（
台
湾
／
中
華
民
国
外
交
部
非
政
府
組
織
国
際
事
務
会
副
執
行
長
）
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　「
国
際
緊
急
支
援
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
挑
戦
」

　
　
　
　
　
　
　
国
際
人
道
支
援
は
外
交
政
策
の
一
環
で
あ
り
、
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
密
接
に
か
か
わ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
「
長
期
国
際
発
展
の
挑
戦
」

　
パ
ネ
ラ
ー
①
　Lourdes Louella Espadero Escandor

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
／
公
民
災
難
対
応
セ
ン
タ
ー
執
行
長
）

　
　
　
　
　
　
　「
Ｃ
Ｄ
Ｒ
Ｃ
の
挑
戦
〜
防
災
の
普
及
と
強
化
、
国
際
発
展
の
追
及
に
お
け
る
社
会
の
回
復
力
〜
」

　
パ
ネ
ラ
ー
②
　Biakkung D

avid

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
／
国
際
全
球
希
望
動
員
会
ミ
ャ
ン
マ
ー
分
会
会
長
）

　
パ
ネ
ラ
ー
③
　 

渥
美
公
秀
（
日
本
／
大
阪
大
学
教
授
、
日
本
全
国
災
害
救
援
会
理
事
長
、
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
長
）

　
パ
ネ
ラ
ー
④

　H
ong M

inh Pham
（
ベ
ト
ナ
ム
／
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
友
好
団
体
Ｎ
Ｇ
Ｏ
管
委
会
委
員
長
）

　
パ
ネ
ラ
ー
⑤

　N
ina H

.L. K
ao

（
台
湾
／
彰
化
キ
リ
ス
ト
教
医
院
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
執
行
長
）

　
パ
ネ
ラ
ー
⑥

　Chris W
ong

（
中
国
／
香
港
人
道
災
害
危
険
削
減
事
業
Ｃ
Ｄ
Ｒ
Ｃ
役
員
）

３
　「
中
華
民
国
捜
救
總
隊
」
と
は

　
世
界
各
地
に
隊
員
数
二
万
人
、
常
時
緊
急
対
応
で
き
る
隊
員
四
千
人
を
擁
す
る
捜
救
総
隊
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
台
湾
大
地
震
が
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　「
台
湾
で
は
九
二
一
大
地
震

　
き
ゅ
う
に
い
い
ち
」
と
呼
ぶ
…
…
一
九
九
九
年
の
台
湾
大
地
震

　
日
本
が
派
遣
し
た
国
際
消
防
救
助
隊
は
、
地
震
当
日
の
夕
方
に
台
湾
入
り
し
、
海
外
か
ら
の
派
遣
と
し
て
は
最
も
早
く
、
隊
員
数
は
総

勢
一
四
五
人
、
各
国
の
中
で
最
大
規
模
だ
っ
た
。
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さ
ら
に
日
本
の
超
党
派
の
国
会
議
員
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
使
用
し
た
仮
設
住
宅
を
、
台
湾
の
被
災
者
の
た
め
に
無
償
提
供
を
政
府

に
働
き
か
け
た
。
日
本
が
寄
贈
し
た
仮
設
住
宅
は
約
一
〇
〇
〇
棟
。
一
〇
月
一
六
日
に
最
初
の
住
宅
が
完
成
し
た
。

　
当
時
の
李
登
輝
前
台
湾
総
統
は
、

　「
勇
気
づ
け
ら
れ
た
の
は
各
国
か
ら
の
声
だ
っ
た
。
多
く
の
国
や
救
援
組
織
が
す
ぐ
さ
ま
援
助
を
申
し
出
て
く
れ
た
の
だ
。 

決
し
て
私

た
ち
は
孤
独
で
は
な
い
。
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
か
ら
の
関
心
と
協
力
が
、
ど
れ
ほ
ど
私
た
ち
の
支
え
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

か
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
中
華
民
国
捜
救
総
隊
は
、
台
湾
大
地
震
後
、
日
本
財
団
か
ら
一
億
三
千
万
円
の
支
援
を
受
け
て
装
備
が
整
え
ら
れ
た
も
の
で
、
李
登
輝

前
総
統
は
「
将
来
日
本
で
地
震
が
あ
っ
た
ら
一
番
に
か
け
つ
け
ま
す
」
と
謝
意
を
表
明
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
時
に
「
今
回
の
震
災
は
、
私
た
ち
が
恩
返
し
す
る
番
だ
」

　
昨
年
そ
の
言
葉
を
胸
に
か
け
つ
け
足
止
め
と
な
っ
た
だ
け
に
、
無
念
の
思
い
を
受
け
止
め
た
、
私
と
捜
救
総
隊
は
大
き
な
信
頼
で
結
ば

れ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
に
と
っ
て
も
こ
の
海
外
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
た
こ
と
が
国
際
支
援
を
展
開

す
る
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
交
流
協
会
台
北
事
務
所
（
大
使
館
の
役
割
を
果
た
す
日
本
側
の
窓
口
）
を
通
し
た
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
（
中
華
民
国
捜
救
総

隊
）
派
遣
の
意
思 

に
対
し
、
残
念
な
が
ら
一
日
返
事
を
待
た
さ
れ
た
ば
か
り
か
、「
救
助
隊
へ
の
要
請
は
も
っ
と
先
に
な
る
」
と
い
う

つ
れ
な
い
返
答
だ
っ
た
。

　「
こ
れ
は
、
前
日
の
中
国
政
府
か
ら
の
中
国
の
救
助
隊 

派
遣
表
明
に
お
も
ね
っ
た
と
い
う
の
が
真
相
だ
ろ
う
。

※
お
も
ね
っ
た
（
機
嫌
を
と
る
・
気
に
入
ら
れ
る
よ
う
に
）

　
だ
が
、
わ
が
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
は
日
本
政
府
の
対
応
を
待
た
ず
、
総
勢
三
五
名
が
自
主
的
に
出
発
。
日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
の
も

と
、
中
国
と
同
日
の
一
三
日
に
到
着
し
、
岩
手
で
救
援
活
動
を
行
な
っ
た
。
少
し
は
恩
返
し
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
」
│
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
│
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五
月
号
よ
り

　
足
止
め
さ
れ
た
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
を
一
時
保
護
し
た
の
が
臨
済
宗
台
湾
東
京
別
院
佛
光
山
寺
で
あ
っ
た
。
台
湾
佛
光
山
を
中
心
に
世
界
中

で
慈
善
活
動
を
展
開
す
る
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
国
際
佛
光
会
」
に
よ
る
支
援
、
多
く
の
物
資
が
日
本
に
届
け
ら
れ
、
さ
ら
に
被
災
地
へ
の
奨
学
金
、

台
湾
・
南
華
大
学
へ
の
四
年
間
無
料
留
学
等
の
提
案
を
東
北
三
県
の
私
学
協
会
を
通
じ
て
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
、
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
の
仲
介
に
よ

り
奨
学
金
交
付
・
台
湾
留
学
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
台
湾
仏
教
の
概
要
　
台
湾
国
内
四
団
体
の
活
動
が
目
立
つ
│
配
布
資
料
参
照

　
こ
う
し
て
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
は
中
華
民
国
捜
救
総
隊
の
推
薦
に
よ
り
「
二
〇
一
二
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ｓ
国
際
発
展
会
議
」
へ
の
招
待
を
受
け
た
。

私
が
台
北
に
滞
在
中
、
呂
正
宗
総
隊
長
は
日
本
の
救
援
組
織
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
　
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
に
新
た
な
る
提
案
を
し
た
。

そ
れ
は
台
湾
・
日
本
・
韓
国
を
結
ぶ
連
携
組
織
・
リ
ー
グ
「
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ｓ
援
助
発
展
連
盟
」
設
立
へ
の
構
想
で
し
た
。

　「
各
国
政
府
の
参
与
を
受
け
な
い
、
純
粋
に
個
人
と
非
政
府
組
織
で
つ
く
り
上
げ
る
組
織
」
を
め
ざ
し
、「
国
境
・
民
族
・
政
治
・
宗
教

を
越
え
て
援
助
や
連
携
を
行
い
た
い
。
援
助
と
発
展
の
連
盟
に
よ
り
、
各
組
織
・
個
人
は
最
新
の
情
報
や
資
源
を
提
供
し
、
ま
た
真
摯
な

心
で
交
流
し
、
互
い
に
貴
重
な
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
分
か
ち
合
う
、
人
類
の
平
和
の
た
め
に
援
助
と
連
携
の
場
を
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
。
そ
し
て
発
展
連
盟
設
立
の
後
、
正
式
に
国
連
に
登
録
す
る
意
思
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た
。

　
私
は
こ
の
提
案
に
対
し
、「
ま
ず
組
織
の
前
に
人
と
人
。
好
意
に
対
す
る
お
互
い
の
友
好
信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
、
支
援
ひ
い
て
は

平
和
に
つ
な
が
る
連
携
が
実
現
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
人
間
的
行
為
を
実
現
す
る
場
と
し
て
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
発
展
し
て
い
け
れ
ば
」
と

述
べ
た
。
し
か
し
、
海
外
で
の
活
動
経
験
豊
富
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
総
隊
長
の
提
案
に
は
、
正
直
な
気
持
ち
多
少
戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た
。

　「
日
本
の
組
織
の
多
く
は
、
受
け
入
れ
・
人
材
・
輸
送
・
資
金
調
達
等
、
ど
れ
も
安
定
し
た
状
態
に
な
く
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
あ
る
。
加
盟
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
な
い
が
、
日
本
の
状
況
・
実
情
に
あ
っ
た
協
力
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
今
後
、
Ｅ
ａ

ｒ
ｔ
ｈ
関
係
者
等
々
と
の
検
討
を
重
ね
て
い
く
と
し
た
。
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今
回
の
提
案
は
、
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
へ
の
信
頼
や
期
待
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
発
展
し
国
際
的
視
野
で
活
動
す
る
こ
と
も
新
た
な
る
方
向
性

へ
の
岐
路
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

４
　
人
道
支
援
の
原
則
は

　
世
界
中
で
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
の
間
一
六
年
間
に
、
数
多
く
の
自
然
災
害
が
起
き

て
い
た
。

死
者
と
行
方
不
明
者
が
一
万
人
以
上
と
い
う
大
規
模
な
地
震
、
津
波
だ
け
を
と
っ
て
も
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
洋
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
中
国
四
川
、
ハ
イ
チ
な
ど
が
数
え
ら
れ
る
。

そ
の
災
害
の
た
び
に
、
地
球
規
模
に
よ
る
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
支
援
の
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
新
し

い
支
援
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
実
践
に
応
用
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
世
界
中
で
発
生
し
た
自
然
災
害
に
は
、
日
本
か
ら
も
人
道
支
援
活
動
と
し
て
政
府
機
関
か
ら
は
、
国
際
緊
急
援
助
隊
（
Ｊ
Ｄ

Ｒ
）
や
自
衛
隊
が
出
動
し
、
ま
た
多
く
の
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
緊
急
支
援
活
動
を
行
っ
た
こ
と
は
皆
さ
ん
も
周
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
今
回
、
海
外
か
ら
の
支
援
は
、
外
務
省
の
発
表
だ
け
で
も
、
一
二
六
の
国
・
地
域
・
機
関
か
ら
、
物
資
・
寄
付
金
に
よ
る
支
援
が
行
な

わ
れ
、
先
進
国
で
の
災
害
で
は
最
大
規
模
の
国
際
支
援
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
海
外
の
民
間
団
体
や
企
業
が
日
本
の
民
間
団
体
と
直
接
や
り
と
り
し
て
行
わ
れ
た
支
援
も
数
多
い
こ
と
か
ら
、
海
外
か
ら
の
支
援

の
全
体
像
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
大
規
模
な
国
際
支
援
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
が
海
外
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
支
援
に
対
し
て
の
返
礼
的
な
意

味
合
い
や
顔
の
見
え
る
関
係
に
よ
る
行
動
と
も
考
え
ら
れ
、
国
際
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ
り
国
際
間
で
国
境
や
組
織
を
越
え
た
救
援
連

携
の
高
ま
り
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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※ globalism

と
は
、
地
球
（
世
界
）
主
義
あ
る
い
は
地
球
共
同
体
主
義
、
さ
ら
に
は
地
球
益
主
義
と
呼
び
う
る
も
の
で
、
世
界
を
一

つ
の
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
と
ら
え
る
視
点
。

　
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
人
類
の
平
和
、
経
済
福
祉
、
社
会
正
義
、
環
境
維
持
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
地
球
規

模
の
「
人
道
支
援
」
は
展
開
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

今
回
の
東
日
本
の
場
合
に
は
、
特
に
災
害
の
他
に
深
刻
な
「
原
発
事
故
」
が
重
な
り
世
界
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
国
や

組
織
を
越
え
た
連
携
や
対
応
に
は
、「
仕
組
み
」
が
必
要
で
あ
り
、
支
援
を
受
け
る
被
災
地
の
地
域
性
、
人
と
人
の
関
係
性
を
考
慮
し
た

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
調
整
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
過
去
の
教
訓
や
経
験
を
将
来
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
の
被
災
地
で
の
経
験
話
と
し
て
…
…

　
少
な
く
て
も
被
災
地
現
場
で
幅
を
き
か
す
、
他
県
か
ら
の
行
政
組
織
等
の
応
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
違
い
、
確
実
に
「
核
と
な
る
人

材
と
の
出
会
い
」
に
よ
り
継
続
し
た
現
地
と
の
結
び
つ
き
を
可
能
に
す
る
真
の
人
道
支
援
と
は
、
効
率
重
視
や
・
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
成
果

主
義
で
は
な
く
「
人
の
優
し
さ
」
の
発
露
で
な
け
れ
ば
「
救
い
の
手
立
て
」
に
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

５
　
東
日
本
の
場
合
か
ら
み
え
る
課
題

　
今
思
え
ば
、
今
回
の
震
災
は
、
被
害
が
あ
ま
り
に
も
甚
大
で
広
範
囲
に
及
び
、
現
地
の
状
況
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
各
通
信
機
能
が
途
絶

し
た
た
め
、
詳
細
か
つ
正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
で
き
る
限
り
多
く
の
現
場
を
ま
わ
り
、
被
災
者
の

方
々
と
直
接
接
し
て
詳
細
に
わ
た
る
情
報
収
集
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
十
六
年
前
の
阪
神
の
時
代
と
は
異
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
災
害
報
道
に
加
え
、
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
驚
異
的
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な
普
及
に
よ
り
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
動
画
サ
イ
ト
の
利
用
が
盛
ん
に
な
り
、「
ネ
ッ
ト
上
の
世
間
は
ま
る
で
祭
り
の
よ
う
な
」
高
揚
感
に
と
ら

わ
れ
、
延
々
と
多
種
多
様
な
「
災
害
情
報
」
が
拡
散
さ
れ
続
け
た
。

そ
の
多
く
は
大
津
波
に
驚
き
、
そ
の
視
座
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
た
が
、
私
た
ち
は
津
波
と
対
峙
す
る
の
で
は
な
く
人
間
重
視
。
ま
ず
、
被

災
地
の
人
々
に
「
寄
り
添
う
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
相
手
の
悲
し
み
や
痛
み
を
理
解
し
、
相
手
に
応
え
ら
れ
る
の
か
。

行
政
等
の
手
が
回
ら
な
い
地
域
、
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア
報
道
な
ど
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
く
人
々
と
の
出
会
い
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に

希
望
を
与
え
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
逃
げ
た
人
々
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
急
務
と
判
断
し
、
ま
ず
、
精
神
的
心
配
り
支
え
に
な
る
行
動

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
と
り
あ
え
ず
現
場
か
ら
あ
が
っ
て
く
る
必
要
な
要
求
に
可
能
な
限
り
応
え
、
そ
の
都
度
必
要
な
物
資
や
資
材
の
提
供
を
新
聞
・
ラ
ジ
オ

な
ど
報
道
関
係
を
通
し
て
広
く
社
会
に
救
済
を
求
め
た
。

　
宗
門
関
係
で
は
全
国
各
管
区
寺
院
・
個
人
・
全
国
日
青
・
女
性
教
師
の
会
・
管
区
寺
庭
婦
人
会
・
ロ
ー
タ
ス
カ
フ
ェ
は
じ
め
、
全
日
本

仏
教
会
等
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
頂
き
、
九
州
教
区
か
ら
は
、
被
災
地
支
援
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
「
旧
伝
道
車
」
の
提
供
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
ご
支
援
に
有
り
が
た
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
今
回
、
東
日
本
大
震
災
支
援
の
現
場
は
、
他
国
で
の
大
規
模
災
害
の
現
場
と
同
様
、
海
外
各
国
か
ら
の
援
助
チ
ー
ム
、
複
数
の
国
連
人

道
機
関
、
赤
十
字
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
規
模
・
性
格
の
異
な
る
団
体
か
ら
、
規
格
・
言
語
・
内
容
・
質
が
異
な
る

様
々
な
形
で
支
援
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
従
っ
て
、
支
援
が
提
供
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
支
援
を
受
け
入
れ
、
支
援
を
必
要
と
す
る
地
域
・
人
に
的
確
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

仕
組
み
で
あ
る
「
受
入
れ
シ
ス
テ
ム
」
が
な
け
れ
ば
、
支
援
を
活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。
い
か
に
支
援
の
申
し
出
の
受
け

入
れ
を
調
整
し
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
被
災
者
に
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要
な
鍵
と
な
っ
た
。
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ま
た
被
災
者
へ
の
支
援
は
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
伝
う
程
度
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
想
定
が
行
政
側
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
想
定
外
の
規
模
の
災
害
で
、
自
治
体
行
政

の
関
係
者
も
被
災
し
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
女
性
、
子
ど
も
等
立
場
に
よ
っ
て
も
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
噴
出
し
た
状
況
で
は
、
行
政
に
よ

る
対
応
は
法
的
に
限
界
が
生
じ
た
り
、
画
一
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
は
行
き
届
か
な
い
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
ち
こ
ち
に
み
ら
れ
ま
し
た
。

現
場
の
つ
ぶ
つ
ぶ
や
き
…
…

　
行
政
の
基
本
は
、
公
平
性
を
優
先
す
る
。
い
つ
も
「
上
か
ら
目
線
」
の
対
応
を
感
じ
な
が
ら

　
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
は
応
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　
集
団
で
の
扱
い
が
原
則
。
個
人
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

　
そ
の
た
め
、
時
に
被
災
者
は
「
我
慢
を
強
い
ら
れ
る
」
こ
と
も
あ
る
の
で
す
…
…

　
そ
れ
で
は
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
は
ど
う
な
る
の
か
。

　「
申
請
し
て
は
じ
め
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
行
政
の
仕
組
み
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

被
災
者
は
、
被
災
し
困
難
を
抱
え
な
が
ら
、「
申
請
す
る
仕
組
み
が
あ
る
」
と
い
う
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
。
た
と
え
、
知
っ
た
と

し
て
も
ど
の
よ
う
に
申
請
で
き
る
の
か
。
と
ま
ど
い
や
、
多
く
の
ニ
ー
ズ
で
は
あ
き
ら
め
に
か
わ
っ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
被
災
地
で
の
実
情
を
知
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
活
か
し
て
、
私
た
ち
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
独
自
の
支
援
活
動
体
制
を
構

築
し
「
支
援
す
る
側
さ
れ
る
側
」
の
立
場
を
解
消
す
る
調
整
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

６
　
人
道
支
援
へ
の
発
展
を
目
指
し
て

　
現
実
に
は
広
範
囲
に
渡
る
被
害
の
大
き
さ
や
情
報
も
乏
し
い
状
況
で
あ
り
、
当
初
か
ら
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
絞
り
き
れ
な
い
こ
と
を
訴

え
、
多
く
の
皆
様
の
善
意
を
、「
必
要
な
時
に
、
必
要
な
物
を
購
入
す
る
た
め
の
支
援
金
」
と
し
て
ご
理
解
の
上
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
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し
た
。
随
時
、
支
援
報
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
「
募
金
は
す
る
が
、
気
持
ち
は
添
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
、
む
な
し
さ
を
感
じ

て
い
た
多
く
の
皆
様
が
、
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
の
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
直
接
支
援
活
動
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
っ
て

頂
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
て
東
日
本
大
震
災
と
の
か
か
わ
り
は
、
当
初
、
予
想
外
の
「
台
湾
来
日
」
に
驚
い
た
が
、
阪
神
以
来
一
七
年
間
の
活
動
の
中
で

培
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
つ
な
が
り
、
信
頼
の
絆
が
緊
急
時
に
お
い
て
ま
た
新
た
な
縁
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
真

価
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
困
難
な
現
場
で
も
被
災
地
社
会
や
ニ
ー
ズ
に
軸
足
を
お
い
た
価
値
観
を
信
念
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
災
害
時
に
は
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ

が
支
援
者
の
思
い
を
届
け
る
役
目
を
担
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
の
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
今
回
、
東
日
本
で

も
「
被
災
者
と
支
援
者
の
架
け
橋
に
な
り
、
被
災
者
へ
と
つ
な
が
っ
た
」
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
人
道
支
援
と
い
え
ば
、
救
済
活
動
に
生
涯
を
捧
げ
た
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
で
し
ょ
う
。

　
彼
女
は
、
自
ら
「
社
会
福
祉
家
で
も
慈
善
事
業
家
で
も
な
い
の
で
す
よ
。
も
し
、
私
が
社
会
福
祉
や
慈
善
の
た
め
に
活
動
す
る
の
だ

っ
た
ら
、
幸
せ
だ
っ
た
家
も
捨
て
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
両
親
と
も
別
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。」「
私
は
神
に
捧
げ
た
身
。
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
で
も
な
く
、
私
自
身
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。」

　
立
場
や
、
役
目
で
は
な
く
、
私
自
身
の
良
心
の
好
意
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　〈
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ

　
あ
ふ
れ
る
愛
〉　
講
談
社
刊

　
人
道
支
援
と
は
一
時
の
慰
め
や
不
足
す
る
も
の
へ
の
補
完
だ
け
で
は
、
満
た
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
平
時
に
お
い
て
災
害
を
想
定
し
た
場
合
の
備
え
と
し
て
、
一
部
の
備
蓄
へ
の
奨
励
や
炊
き
出
し
の
訓
練
な
ど
繰
り
返
す
こ
と
で

は
賄
え
る
も
の
で
は
な
い
。

　
と
か
く
支
援
す
る
側
の
多
く
は
被
災
者
と
い
う
「
マ
ス
」
と
し
て
集
団
で
ひ
と
つ
に
扱
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。
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　「
マ
ス
」
で
く
く
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
一
人
ひ
と
り
の
顔
を
見
出
す
こ
と
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ガ
レ
キ
の
中
で
ど
れ
だ
け
の
人
に
心
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
い
つ
も
一
人
の
人
間
の
限
界
を
感
じ
ま
す
。

現
場
の
実
情
は
さ
ま
ざ
ま
に
厳
し
い
。
ま
し
て
遺
族
と
な
っ
た
方
々
、
何
も
か
も
す
べ
て
を
失
い
、
大
き
な
喪
失
感
、
明
日
へ
の
望
み
さ

え
絶
た
れ
た
人
々
、
肉
親
家
族
を
は
じ
め
生
き
る
基
本
と
成
る
自
宅
、
財
産
・
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
、
地
域
、
社
会
が
崩
壊
し
て
何
を
信
じ

て
生
き
て
い
け
ば
い
い
の
か
。

　
自
ら
生
き
残
っ
た
こ
と
が
罪
悪
に
も
感
じ
、
す
べ
て
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
、
す
べ
て
が
不
信
の
時
。

　
突
然
目
の
前
に
現
れ
て
、「
何
か
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
問
わ
れ
て
も
絶
句
し
て
し
ま
う
。

　
見
ず
知
ら
ず
の
他
人
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、
ど
こ
ま
で
相
手
の
立
場
に
た
っ
て
膝
を
お
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
場
か
ら
は
去
れ
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
れ
だ
け
時
間
と
良
心
を
尽
く
す
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
も
は
や
、
己
の
行
為
に
（
自
分
の
行
い
）
に
陶
酔
（
酔
う
）
こ
と
な
く
、
菩
薩
行
の
実
践
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
自
分
の
こ
と
よ
り
他
人
の
幸
せ
を
願
え
る
人
を
増
や
し
た
い
」
と
の
願
い
。

　
こ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
大
事
な
教
化
で
す
。
世
間
で
多
く
の
「
心
を
尽
く
せ
る
人
」
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

７
　
最
後
に
…
…

　
日
本
国
内
で
一
八
年
間
、
被
災
地
の
人
々
と
思
い
を
共
有
し
、
長
い
間
互
い
に
見
守
っ
て
き
た
。

時
間
と
と
も
に
、
ま
さ
に
生
老
病
死
の
無
常
を
感
じ
ま
す
。
復
興
住
宅
で
仲
間
が
ま
た
一
人
孤
独
死
。
数
日
気
づ
い
て
や
る
こ
と
が
で
き

12　石原氏.indd   104 14/02/03   16:39



105 真の人道支援への発展を求めて（石原）

ま
せ
ん
で
し
た
。
み
ん
な
で
簡
素
で
も
供
養
の
場
で
共
に
涙
し
、
共
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
為
に
も
、

阪
神
当
時
か
ら
「
絶
対
に
自
分
の
命
は
自
分
で
守
れ
」
は
大
き
な
目
標
で
し
た
。

　
今
回
は
津
波
「
て
ん
で
ん
こ
」
で
す
。

　
東
北
沿
岸
部
の
哀
し
い
過
去
か
ら
の
教
訓
で
す
。
今
回
も
多
く
の
死
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　「
多
く
の
人
は
歳
を
重
ね
老
境
に
至
り
、
心
身
の
衰
え
を
感
じ
、
ふ
と
、『
臨
終
の
こ
と
』
に
思
い
を
い
た
す
」。

　「
臨
終
に
臨
み
…
…
医
師
が
脈
を
と
り
そ
の
時
間
を
告
げ
る
」
死
と
は
い
さ
さ
か
ち
が
う
。

　
津
波
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
人
生
の
証
。
意
味
す
ら
も
奪
っ
た
。

　
誰
も
が
「
い
ま
わ
の
際
」
今
を
限
り
に
…
…
死
ぬ
瞬
間
、

　
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
死
す
る
恐
怖
・
苦
し
み
・
無
念
さ
、
を
、
誰
が
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
苦
し
み
の
あ
ま
り
「
舌
を
か
ん
だ
」
と
推
察
さ
れ
る
方
、

　
顔
中
砂
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
方
、

　
誰
も
そ
の
瞬
間
を
看
取
る
人
は
な
か
っ
た
。

　
助
か
る
は
ず
の
命
も
、
他
者
の
た
め
に
多
く
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
も
自
分
自
身
の
良
心
に
導
か
れ
な
が
ら
こ
こ
ま
で
き
た
け
れ
ど
、

　
い
の
ち
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
思
い
は
、
今
も
晴
れ
ま
せ
ん
。

　
と
か
く
災
害
が
起
き
る
と
行
か
な
い
よ
り
、
現
場
に
行
っ
て
見
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
と
言
わ
れ
る
が
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

を
、
知
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
多
く
の
地
道
な
労
力
が
必
要
で
あ
る
。

互
い
の
心
の
中
に
相
手
の
心
を
見
出
せ
た
と
き
、
信
頼
の
絆
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

心
に
響
く
ま
で
被
災
地
と
付
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
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そ
し
て
常
に
心
の
中
に
こ
の
言
葉
を
刻
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　「
視
線
を
さ
げ
ず
に
　
視
点
を
さ
げ
る
」

　「
視
線
を
さ
げ
る
」
こ
と
は
哀
れ
み
・
同
情
の
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
自
立
を
妨
げ
る
原
因
に
な
る
事
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

さ
げ
て
い
る
こ
と
は
上
か
ら
目
線
に
な
っ
て
い
る
自
分
で
す
。

「
視
点
を
さ
げ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
と
同
じ
立
場
に
立
っ
た
目
線
で
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
宗
教
者
で
あ
る
私
た
ち
は
、
覚
悟
の
上
で
の
被
災
地
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

相
手
の
人
が
、
ひ
と
り
で
も
「
救
わ
れ
た
な
」
と
、
思
え
る
と
き
、
法
華
経
の
中
の
「
変
化
の
人
」
の
お
言
葉
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

８
　
│
皆
共
に
生
き
る
世
界
を
│

　
か
つ
て
石
川
教
張
先
生
は
「
布
教
伝
道
」
に
つ
い
て
、

　
現
代
の
宗
教
の
あ
り
方
と
は
、
自
分
自
身
の
信
仰
体
験
を
も
っ
て
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ゆ
え
に
、
信
仰
に
基
づ
く
生
き
方
の
提
示
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
知
識
の
伝
達
で
は
な
く
「
何
を
し
て
い
る
の
か
。
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
共
に
悩
み
共
に
考
え
る
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
と
。

　「
皆
共
に
仏
道
を
求
め
、
成
就
す
る
」
こ
と
が
、
法
華
経
お
題
目
の
信
仰
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
最
も
尊
い
精
神
で
あ
る
と
い
え
る
の

で
は
な
い
か
。

　
佛
滅
後
の
未
来
に
お
け
る
実
践
を
予
言
で
は
、
釈
尊
に
代
わ
っ
て
菩
薩
が
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
菩
薩
は
仏
様
の
こ
こ
ろ
を
そ
の
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
苦
難
す
る
者
へ
の
「
神
通
力
」
変
化
に
よ
っ
て
、
在
家
・
出
家
者
の
信
者
を
作
り
出
し
、
つ
ま
り
救
い
の
手
立
て
を
実
践
す
る
人
を
派
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遣
・
遣
わ
し
（
つ
か
わ
す
）
衛
護
と
な
さ
ん
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　
仏
が
護
っ
て
く
れ
る
の
は
、
仏
の
力
が
そ
の
人
自
身
に
加
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
仏
の
心
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
さ
に
菩
薩
行
の
実
践
は
、
互
い
の
心
の
中
に
仏
を
見
出
す
こ
と
で
あ
り
、
皆
さ
ん
自
身
の
信
仰
の
姿
が
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
「
変
化

の
人
」
と
な
っ
て
、
多
く
の
人
々
の
救
い
と
な
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
是
非
、
此
の
機
会
に
実
践
で
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
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